






































































































































































































































































































































































































































































































考 がら、 文化の違う国の考え方を溌料として提示し、 譜
ボ ィアは直主的なものであるとし ている日本とは違う、
Bボランティア」や「ありがとうて、 を表す言葉も：
活の通いはあるものの、 人と助け合うという漏勤は、
ことを受け止めるこ とができる。そのため、「ポランティ
とか『ポランテポアをやっただけの見返りを期待」 など
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経譲者からの言葉腱感じ取ることができる。することは、考えられたj:いことであると、
③の指導案について
抱鑓をまこれから子どもたちが迎える中学校生涜に対して、ケニアの中学生の生活を知り、
｢環境が鍵わ趣〈ても勉強していて繩とめるた坊の刺激教鞍とする。「ケニアは大変だと思う」
いと患う」という素直芯感想が111てく愚ことだと想定している。しかし、その灘見審直接に職 Ｒ
ということを視野に入れる活動に臨む０ これは、<のではなく、この話を聞いて自分はどうか、
自分に投影して考えることでケニアの文化ケニアの実糖に対する感想で終わらせることなく、
そして、この文化比較で、優劣をつげるのでを受け入れるた砧ﾘﾆ効果ii《]であると瀞えられろ。
その通いから釿たな見方を湾えること醤目標としている。I式決してなく、
④の擴導案（の擶導案について 揮剖
と共に行う英語活動で、英語を薗然に聞いたり話したALTmssista凪tLanguageTeacher）
鑑本的な調理に関する蝋譜（chop，調理実習という時澗と合科して考案した。りできるよう、
bakamix等） 行動を伴うことで言葉巻雷葉で解説する必要を感じることなくを教えながら、
取り組むことができ鳥｡ただ、この指導案では｣'二挽肉がｊｉ１いられており、実際に学校で調理す
ることは不可能であるが、各国から訪れるＡＬＴの文化紹介を体験をもむて行うことの実践例と
して計画してみたものである。担任教師とＡＬＴとのzj輔i打ち合せ、ＡＬＴの文化を理解しよう
とする気持ちを教師嵐身が持つことが不可欠である画
⑤の指導案について
ツト教育が雛々盛んになることが想定されており、 各学校、学級がホームページ巻インターネ
容易につくる総代lこなってくる。そこで、第4学年ということ巻考慮して、ホームページに各自
の鬮己紹介を職せる、という目的意識を持った上で、自己紹介を英語で発慧する、という活動
後々譜外国の子どもたちとの交流ホームページ謹一渡作ってしまえば、に取り組み易くする。
ただし、実際に外新たに吸収したものを用いて更新し続けることも容易である。にも役迩ち、
国の小学校との交流をもつには、 ボランティアの人々や教師自身の勉強が必要となってくる。
⑥の指導案について
Ｅ1本に在留する外国人の人数は、難成10年末には、151万2116人（総人口の約1.2％）と
なっている（文部省「教育改革Ｑ＆Ａ」ｐ,159)。地域により偏りはあるだろうが、身近に活躍
する外国人を知るようになってきている。そこで、日本での生活に適応しながら、目本譜を勉
強している人々の中から、日本繕でのスピーチを依頼する。そして、子どもたちは、実際に外
今後日本が国際化していくため鰹、自分た国人が日本での生活についての意見を述べる中で、
ちができることばないか、と考察する。身近に活動できることを考え、ボランティア瀞柳を養
うことにもつ蔵げる。
⑦の鵜導案について
『謝を藤right"、左を"left鯛という』、軟どと教え込むのでばなく、Mii１つたり歌ったりして、
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実際に頭と体と耳で多くの英語に触れ、口ずさむことが出来るようになるためlこ効果的である。
反復して練習を行い、他の時間にALTがクラスに訪れた時など、また復習できる。蝋れて来ると、
従来の歌詞の順番ではなくとも、教師らによる歌に合わせて鵡体を動かすようにも出来る。111巻
間で完結する活動ではなく、各授業の要所に取り入れていくことができる。
これらの指騨案は、どの教科の中にも少し国際的蔵視野に立った内容を雛り込むことでしか
芯い。これは、国際理解教育をすべての学校教育活動において取り上げることが必要であると
考えられるからである。もちろん、文化について考察したり自分の意見を持たせる為に、騰間
を要する。しかし、英語を英語として、また異文化を異文化理解の時職として常に糠別に取り
上げることが蝋に必要ぼのではない。それは、根本に子どもたちが鬮分と異なる噸象に対して、
寛容になることを目的としてあるからである。様々雄体験、臘考の葛藤態どを通して、受容す
る態度を護っていくことは、共通の目標である。
３
…
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HConclusion】
鬮際理解は、教育の不易と流行の両iiiiを持ち合わせている。つまり、時代と共に必要となっ
てきている国際社会における「コミュニケーション能力育成」という流行的部分と、いつの騨
代も変わら葱い、他者を思いやる気持ちを育てる「人権」の不易的部分の臓繭である。グロー
バル趣課題が多くある現代は、１Ｍ；界１１１で鬮際理解教育を行っていく懲義がある。
Ｈ本で賛否が問われているものの－つに、小学校における英語教腎がある。英語や欧米文化
に対する劣等感をもっているようで、英語教育導入に対しての批判はある。しかし、現在はど
この1国でも英語教鴬が必要であると認識されている。これは、峡米に迎合しているのではなく、
国際語としての英語を誰でも利用できるように江溺ための教育なのである。
だが、英語さえできればコミュニケーションできるわけではない。蕊者は、海外に渡ったら
『こんにちは」「ありがとう」などの藤本的な現地の言葉は習得しておくべきであると考えてい
る。それを勉強した、知ろうとした、という蕊実が迎える側としてば嬉しいものではないか。し
かし、その蕊木崎態外国語を習得するのは、モチベーションさえあれば翰識でもいつでもでき
るものである。そこで、学校においてはベースと癒る英語を取り上げること、また、モチベー
ションをいつでも持てるように、異文化に対して興味をもてる教育活動を展開することが電要
である。
この異文化を理解しようとする教育は、人権尊霞の態度につながる。
「人権は侵して憾較らない平等の権利ｊ「鑑別はいけ戦い」ぱど、十分に知らされてきた。だ
が、実際にどのように人権騨爾を行えばいいのか、という教育を受けてきた人は少菰いであろ
う。日本人は画一的文化の中で育ち、蕊礎なものに蕊容な態度が奴れ芯いと言われている。自
》と連分と違うことを受けとめ、 認めることが人との関わりの中で大切である｡ まず、「自信のもて堤
9２ <１０）
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大切薄自分」という気持ちを誉て尤上で、他者に対して同じように思いやりを持つことが人権
尊鬮の基本である。マザーテレサは、「愛の反対は無関心』と言っている。他者や蘂文化に無
関心な入職、それぞれの人権を騨璽していばいと言いきれるのかもしれない。人権騨霞の態度
を育成するために、鍵文化に限らず常に他者に対して寛容な態痩を育て、今後の国際人として
円
⑨
５
の欝質を全ての子どもに膏てていきたいｃ
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教師は、時代の要請に応える教育を展開するためにも、綱かれた学校の中で熟子どもと共に
学ぶという姿勢を忘れずにいたい。また、教育臆常に不易と流行の部分を持ち合わせていると
湾え、臆することなく縢代にIiljNiliiiした教育に取り組んでいきたい。
国際理解の現論文を醤〈に至るまで導き多くの賢料と助當を下さった轌'1M浩先生、最後に、
ここまで自分の場の悩報等を詳細に知らせて下さった佐藤令子先生に深く感謝したい。また、
望む学閥を修めるために支えてくれた家族にも、その理解と協力に感謝するｃ
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